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　10月12日、13日の両日、徳島県那賀町において、「四国
の森づくりin2013」を開催しました。� 【詳細は2頁】

鶴見四国森づくり実行委員長開会の挨拶

基調講演：「地域資源は宝の山」 分科会：「木材市場見学」
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雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
と
な
っ

た
一
〇
月
一
二
日
、
一
三
日

の
両
日
、
徳
島
県
那
賀
町
に
お

い
て
、
四
国
の
森
づ
く
り
実
行

委
員
会
、
四
国
の
森
づ
く
り
in

徳
島
実
行
委
員
会
主
催
に
よ

地
元
青
年
団
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃

る
「
四
国
の
森
づ
く
り
in
徳
島

２
０
１
３
」
が
『
「
山
村
社
会

の
に
ぎ
わ
い
」
と
「
多
様
な
森

林
の
形
成
」
を
め
ざ
し
て
』
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成

一
六
年
度
に
四
国
四
県
と
四
国

森
林
管
理
局
が
行
っ
た
「
四
国

の
森
づ
く
り
に
関
す
る
共
同
宣

言
」
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
年
で
一
〇
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

　

初
日
は
、
鎌
瀬
農
村
舞
台
で

の
地
元
の
青
年
団
に
よ
る
人
形

浄
瑠
璃
で
幕
が
開
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
式
典
会
場
で
あ
る

相
生
ふ
る
さ
と
交
流
館
の
ホ
ー

ル
に
場
所
を
移
し
、
「
四
国
山

の
日
賞
」
の
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
受
賞
団
体
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
森
林
整
備
部
門

・
高
知
県
緑
サ
ポ
ー
タ
ー
会

（
高
知
県
）

○
木
材
利
用
部
門

・
株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ピ
ア

（
徳
島
県
）

○
森
林
環
境
教
育
部
門

・
川
田
中
緑
の
少
年
隊（

徳
島
県
）

・
土
庄
町
大
部
財
産
区（

香
川
県
）

・
愛
治
緑
の
少
年
団(

愛
媛
県
）

・�

喜
多
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会�

(

愛
媛
県
）

　

新
木
局
長
に
よ
る
受
賞
団
体

へ
の
表
彰
状
授
与
の
後
、
受
賞

団
体
を
代
表
し
て
、
三
団
体
が

日
頃
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
「
地
域
資
源
は
宝

の
山
」
と
題
し
て
、
徳
島
県
上

勝
町
で
日
本
料
理
を
彩
る
季
節

の
葉
や
花
、
山
菜
な
ど
の
〝
つ

ま
も
の
〟
を
販
売
す
る
「
葉
っ

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
考
案
し
た
横

石
知
二
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

高
齢
者
が
上
手
に
活
用
す
る
様

子
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
話

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
那
賀
町
の
森

林
管
理
受
託
セ
ン
タ
ー
室
長
で

あ
る
山
本
賢
明
氏
に
よ
る
「
那

賀
町
の
森
林
・
林
業
の
現
状
と

今
後
の
方
策
」
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
「
搬
出
間
伐
・

木
材
市
場
現
場
見
学
」
、
「
紙
漉

き
体
験
」
、
「
森
の
健
康
診
断
」
、

「
山
の
シ
カ
食
害
を
考
え
る
」

の
四
分
科
会
に
分
か
れ
現
場
の

四国山の日賞受賞者

分
科
会
の
様
子
（
シ
カ
車
座
）

 

「
四
国
の
森
づ
く
り
in
徳
島
２
０
１
３
」
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉
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一
一
月
七
日
、
高
知
県
馬
路

村
に
お
い
て
、
昭
和
三
八
年
に

廃
線
と
な
っ
た
魚
梁
瀬
森
林
鉄

道
の
遺
産
と
魚
梁
瀬
千
本
山
国

有
林
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
を
公
募

に
よ
る
二
四
名
の
参
加
を
得
て

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、「
馬
路
村
公
認

む
ら
の
案
内
人
ク
ラ
ブ
」
に
協

力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
バ
ス
の
中
で

「
中
芸
地
区
森
林
鉄
道
遺
産
を

保
存
・
活
用
す
る
会
」
が
作
成

し
た
ビ
デ
オ
を
見
て
、
森
林
鉄

道
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
最
初
の
目
的
地
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

安
田
川
沿
い
の
森
林
鉄
道
遺

産
の
明
神
口
橋
と
オ
オ
ム
カ
エ

隧
道
で
は
、
バ
ス
か
ら
降
り
て

先
達
の
施
工
技
術
な
ど
に
つ
い

て
、
む
ら
の
案
内
人
の
清
岡
さ

ん
よ
り
詳
し
い
説
明
を
受
け
、

建
設
に
携
わ
っ
た
人
々
の
苦
労

や
森
林
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
時

代
の
村
の
繁
栄
が
偲
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
釜
ケ
谷
桟
道
や
魚

梁
瀬
ダ
ム
展
望
台
で
も
、
説
明

を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
向
か

う
車
中
で
も
、
案
内
人
の
清
岡

さ
ん
か
ら
馬
路
村
の
今
昔
や
森

林
・
林
業
の
歴
史
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
話
し
ぶ
り
に
笑
い
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

魚
梁
瀬
の
丸
山
公
園
で
は
復

元
さ
れ
た
森
林
鉄
道
に
希
望
者

が
体
験
乗
車
し
、
弁
当
を
食
べ

た
後
、
最
後
の
目
的
地
で
あ
る

千
本
山
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
林
木
遺
伝

資
源
保
存
林
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

千
本
山
で
は
、
登
山
口
に
あ

る
森
の
巨
人
た
ち
百
選
に
選

ば
れ
た
「
千
本
山

橋
の
大
杉
」
を
見

学
し
た
後
、
標
高

九
〇
〇
ｍ
に
あ
る

展
望
台
を
目
指
し

て
出
発
し
ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ

て
参
加
者
全
員
が

展
望
台
ま
で
無
事

登
る
こ
と
が
で
き
、

樹
齢
二
〇
〇
年
～

三
〇
〇
年
の
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
美
林

と
の
ふ
れ
あ
い
に
、
皆
さ
ん

ご
満
足
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
巨
木
を

見
て
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し

た
。
」
「
森
林
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
有
意

義
で
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

視
察
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

二
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

夜
の
懇
親
会
を
含
め
、
四
国
四

県
の
森
づ
く
り
に
つ
い
て
、
よ

り
交
流
を
深
め
、
連
携
を
し
て

い
こ
う
と
確
認
し
て
、
有
意
義

な
二
日
間
が
終
了
し
ま
し
た
。

千本山橋の大杉（森の巨人たち100選）

森
林
鉄
道
体
験
乗
車

 

「
千
本
山
と
森
林
鉄
道
遺
産
を
訪
ね
て
」

～
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
～
　
　
　

〈
技
術
普
及
課
〉
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一
〇
月
二
日
か
ら
三
日
に

か
け
て
鹿
児
島
県
の
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
一
行
九
名
が
来
高

し
、
四
万
十
署
管
内
の
新
道
山

国
有
林
及
び
嶺
北
署
管
内
の

「
高
知
お
お
と
よ
製
材
（
株
）
」

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
〇
月
二
日
の

夕
方
に
は
、
当
局
や
高
知
県

の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
を
交

え
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
育
成
活
動
の
取
組
、

コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
密

着
造
林
の
手
法
や
森
林
作
業

に
必
要
な
資
材
を
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
の
取
組
で
あ

り
、
本
日
行
う
森
林
整
備
は

私
た
ち
の
孫
や
ひ
孫
に
役
立

つ
有
意
義
な
作
業
で
す
。
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
作

業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
主
に
雑
草
木
の

刈
り
払
い
と
、
植
生
保
護
管

（
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
）
を
外
し

　

台
風
の
影
響
に
よ
り
一
週

間
延
期
と
な
っ
た
「
伊
予
之

二
名
島
古
事
の
森
」
の
森
づ

く
り
活
動
を
一
一
月
二
日
に

愛
媛
県
久
万
高
原
町
の
サ
ル

谷
山
国
有
林
（
石
鎚
山
系
の

中
腹
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
松
山
城
や
道

後
温
泉
本
館
な
ど
木
の
文
化
を

象
徴
す
る
伝
統
的
な
木
造
建
造

物
の
修
復
材
確
保
を
目
的
に
、

伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
育
成

協
議
会
と
の
協
定
に
基
づ
き
、

平
成
一
九
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
す
。
七
回
目
と

な
っ
た
今
年
は
、
一
般
公
募
に

よ
る
参
加
者
一
二
名
を
含
む
総

勢
一
五
名
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
育
成
協
議
会
の
会

長
で
あ
る
愛
媛
大
学
江
﨑
名

誉
教
授
か
ら
、
「
伝
統
的
な
木

造
建
築
物
の
定
期
的
な
修
復

た
後
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
植

栽
木
を
起
こ
す
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
第
一

回
目
の
植
樹
に
参
加
し
て
い

た
方
が
お
り
、
「
あ
れ
か
ら
数

年
経
つ
が
、
植
栽
木
よ
り
雑

草
木
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
な

る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
」
と

の
驚
き
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
支
柱
を
使
っ
た

倒
木
起
こ
し
を
行
う
な
ど
、

愛
媛
森
林
管
理
署
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
森
林
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

倒
れ
た
木
を
起
こ
す
作
業
の
様
子

森づくり活動に参加された皆様

 

「
伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
」
森
づ
く
り
活
動

〈
技
術
普
及
課
〉

 

鹿
児
島
県
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
来
高

〈
技
術
普
及
課
／
四
万
十
森
林
管
理
署
〉
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く
架
線
は
設
備
中
で
し
た
が
、

説
明
に
あ
た
っ
た
四
万
十
署

の
職
員
に
索
張
方
法
や
壊
れ

に
く
い
森
林
作
業
道
の
作
設

等
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
の

意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
交
流
等
を
通
じ

て
技
術
の
研
鑽
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
〇
月
一
四
日
、
恒
例
と

な
り
ま
し
た
「
秋
期
緑
の
街

頭
募
金
」
が
、
「
緑
の
募
金
で

ふ
せ
ご
う
地
球
温
暖
化
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
公
益

社
団
法
人
高
知
県
森
と
緑
の

会
主
催
に
よ
り
、
高
知
市
の

中
央
公
園
及
び
帯
屋
町
筋
で

道
の
作
設
な
ど
最
近
の
林
業

情
報
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
日
程
の
都
合

で
多
く
の
時
間
を
取
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
活
発
な
意
見

交
換
が
で
き
、
有
意
義
な
時

間
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
万
十
署
管
内
の

架
線
及
び
路
網
を
使
っ
た
搬

出
間
伐
箇
所
で
は
、
あ
い
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
の
後
、
新
木
局
長

を
初
め
約
五
〇
名
の
街
頭
募

金
協
力
者
が
参
加
し
、
ア
ー

ケ
ー
ド
を
行
き
交
う
人
々
に

大
き
な
声
で
募
金
の
協
力
を

呼
び
か
け
る
と
共
に
、
森
林

の
大
切
さ
や
、
こ
の
募
金
が

森
林
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
訴
え
ま
し

た
。

　

当
日
は
日
差
し
が
強
く
、

汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
で
し
た

が
、
休
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方

ま
で
、
募
金
へ
の
呼
び
か
け

に
応
え
て
い
た
だ
き
、
た
く

さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
「
緑
の
募
金
」
は
高

知
県
内
の
森
づ
く
り
活
動
な

ど
に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、

国
際
緑
化
事
業
な
ど
様
々
な

当
局
・
高
知
県
・
鹿
児
島
県

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
意
見
交
換
会

間伐作業、森林作業道作設等の現地視察

事
業
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

緑
の
募
金
出
発
式

（
右
か
ら
二
番
目
新
木
局
長
）

 

子
ど
も
達
も
活
躍

 

『
秋
期
緑
の
街
頭
募
金
』
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉


